
日
本
語
の
危
機

草　
川
　
　
　
昇

そ
の
一
　
日
本
語
は
将
来
滅
び
る
の
か

　あ
ま
り
に
も
唐
突
な
題
名
を
つ
け
た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
自
分
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
重
苦
し
い

何
か
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
感
じ
が
日
々
頭
か
ら
去
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　そ
れ
は
、
平
成
十
年
七
月
二
十
九
日
、
昭
和
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
文
化
庁
主
催
の
討
論
会
に
参
加
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
1

　毎年
一
回
開
催
さ
れ
る
文
化
庁
主
催
の
、
日
本
語
教
育
に
関
す
る
問
題
提
起
と
討
論
会
に
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
文
化
庁
長官
、
村
田
秀
樹
氏
の
開
催
あ
い
さ
つ
、
係
官
の
基
調
報
告
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

が
、
「
日
本
語
の
将
来
を
考
え
る
ー
地
域
社
会
の
国
際
化
に
対
応
し
て
ー
」
と
い
う
長
い
も
の
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
国
立
国
語
研
究
所
長
の
水
谷
修
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
四
人
で
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
が
評
論
家
と
し
て
著
名
な
加

藤周
一
氏
、
二
番
手
が
韓
国
人
で
上
智
大
学
助
教
授
の
、
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
女
史
、
次
が
学
習
院
大
学
教
授
で
方
言
研
究
で
知
ら
れ
た
徳
川

宗
賢
氏
、
最
後
が
日
本
語
教
育
一
筋
の
、
東
京
女
子
大
学
教
授
、
西
原
鈴
子
氏
と
い
う
豪
華
メ
ン
バ
ー
。
一
人
約
三
十
分
の
持
ち
時
間
で

主
張を
展
開
。

　
加
藤周
一
氏
、
開
口
一
番
「
日
本
語
は
将
来
滅
び
る
と
思
う
。
英
語
が
共
通
語
に
な
る
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
語
も
ド
イ
ツ
語
も
滅
び
る

と
思
う
。
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
こ
と
を
首
相
が
心
配
し
て
い
る
。
…
日
本
語
は
単
に
、
地
域
言
語
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う



日
本
語
の
危
機

だ
ろ
う
」
…
（
次
々
と
加
藤
氏
は
論
を
展
開
し
て
い
く
）
「
日
本
語
は
将
来
滅
び
る
と
思
う
」
と
い
う
一
言
に
会
場
の
約
七
百
人
の
目
は
一

斉に
加
藤
氏
に
注
が
れ
た
。

　し
ず
ま
り
か
え
っ
て
誰
も
咳
一
つ
し
な
い
。
隣
席
の
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
女
史
が
厳
し
い
目
（
抗
議
の
目
）
を
加
藤
氏
に
向
け
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　イ
・
ヨ
ン
ス
ク
女
史
は
発
三
口
の
冒
頭
、
「
私
は
加
藤
先
生
の
発
言
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
の
歴
史
、
日
本
語
を
研
究
し
、
日
本

語
研究
を
生
涯
の
仕
事
と
し
て
き
た
だ
け
に
納
得
で
き
ま
せ
ん
…
」
と
真
剣
勝
負
の
構
え
。

　
四
人
の

持ち
時
間
が
終
了
し
、
残
さ
れ
た
の
は
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
補
足
説
明
の
み
。
そ
の
補
足
説
明
で
、
加
藤
氏
は
次
の
三
点
を
挙
げ

て自
説
を
締
め
括
っ
た
。

　
一
、
日
本
の
学
会
を
見
る
と
、
日
本
語
に
対
す
る
意
識
が
わ
か
る
。
国
語
学
の
研
究
を
長
年
続
け
て
い
る
唯
一
の
専
門
雑
誌
『
国
語
　
　
　
一

　
　学
』
の
ペ
ー
ジ
数
の
約
三
分
の
二
が
横
書
き
で
あ
る
。
文
献
紹
介
に
横
文
字
が
激
増
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　二
、
医
学
会
で
は
、
日
本
語
の
論
文
は
通
用
し
な
い
。
英
語
の
論
文
で
な
い
と
問
題
に
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　三
、
企
業
名
に
片
仮
名
が
年
々
ふ
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漢
字
離
れ
で
あ
る
。

　こ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
日
本
語
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
。

　
最後
に
「
私
が
生
き
て
い
る
間
は
日
本
語
は
滅
び
な
い
だ
ろ
う
け
ど
」
と
苦
笑
い
。
こ
の
時
、
会
場
は
は
じ
め
て
一
瞬
笑
い
の
声
が
。

因
み
に
加
藤
氏
は
八
十
歳
近
い
。

　
一
言
も
聞
き
も
ら
す
ま
い
と
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
私
は
、
大
き
な
疲
労
感
と
い
う
か
、
倦
怠
感
に
お
そ
わ
れ
、
暫
し
言
葉
が
な

か
った
。

　日
本
語
は
複
雑
で
、
面
倒
な
点
も
多
い
が
、
日
本
語
ほ
ど
多
義
性
に
富
む
言
語
は
他
に
あ
る
ま
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
だ
け
に
、
シ
ョ
ッ

ク
は
大
き
か
っ
た
。
膨
大
な
数
の
漢
字
の
運
命
は
ど
う
な
る
の
か
。
便
利
な
平
仮
名
も
い
ず
れ
姿
を
消
す
の
だ
ろ
う
か
と
暗
い
谷
底
へ
突



き
落
と
さ
れ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
。

　
次
の

瞬間
、
多
く
の
漢
字
一
つ
一
つ
が
声
な
き
反
論
に
立
ち
上
が
る
光
景
を
想
像
し
た
。
現
在
、
学
校
教
育
で
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字

は
、
正
確
に
い
う
と
、
一
千
九
百
四
十
五
字
（
常
用
漢
字
）
で
、
僅
か
な
も
の
だ
。
漢
字
の
総
数
は
、
漢
字
の
本
家
本
元
の
中
国
で
早
く

から
出
版
さ
れ
て
い
る
『
康
煕
字
典
』
で
は
四
万
八
千
六
百
四
十
一
字
。
諸
橋
轍
次
博
士
が
何
十
年
と
い
う
年
月
を
か
け
て
完
成
し
た
『
大

漢和
辞
典
』
は
実
に
四
万
九
千
九
百
六
十
四
字
を
登
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
日
本
人
の
作
っ
た
国
字
が
、
一
千
五
百
五
十
三
字

を
数
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
個
性
あ
る
平
仮
名
、
片
仮
名
が
各
五
十
ず
つ
。
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
僅
か
二
十
六
文
字
に
過
ぎ

ず
、
一
つ
一
つ
の
文
字
は
意
味
を
持
た
な
い
で
は
な
い
か
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
私
」
は
ア
イ
（
1
）
一
語
の
み
。
日
本
語
で
は
、
わ

た
く
し
、
わ
た
し
、
ぼ
く
、
自
分
、
お
れ
、
小
生
、
吾
輩
、
拙
者
な
ど
、
方
言
表
現
も
加
え
れ
ば
百
以
上
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
二

人称
、
三
人
称
も
然
り
で
、
日
本
語
の
表
現
は
実
に
豊
か
な
も
の
で
あ
る
。
複
雑
で
面
倒
で
あ
り
、
特
に
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
日
本
語
　
　
　
一

は

むず
か
し
い
が
、
一
つ
一
つ
の
語
に
味
が
あ
る
の
で
、
英
語
な
ん
か
に
負
け
て
た
ま
る
か
と
力
み
た
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　し
か
し
、
現
実
は
ど
う
か
。
加
藤
氏
の
心
配
を
肯
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
点
が
多
い
の
も
確
か
だ
。
加
藤
氏
の
挙
げ
た
三
番
日
の
企
業
名
　
　
　
一

に
し
て
も
、
な
ぜ
漢
字
離
れ
を
好
む
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
。

　
マ

ル

ハ 、

き
ん
で
ん
、
グ
リ
コ
、
ホ
ー
ネ
ン
、
ト
ヨ
タ
、
グ
ン
ゼ
、
ソ
ニ
ー
、
ナ
イ
ガ
イ
、
ア
キ
レ
ス
、
オ
ー
ク
マ
、
コ
マ
ツ
、
イ
ビ

デ
ン
、
ヤ
マ
ハ
、
ミ
ズ
ノ
、
ジ
ャ
ス
コ
、
オ
リ
コ
、
コ
ス
モ
、
等
々
、
百
社
ほ
ど
数
え
た
ら
頭
が
痛
く
な
っ
た
。
全
企
業
の
四
分
の
一
以

上
が
片

仮名
名
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
日
本
独
特
の
名
称
を
捨
て
た
企
業
が
多
い
の
か
。
加
藤
氏
の
心
配
の
一
つ
が
現
実
に
な
っ
て
い
る

の

であ
る
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
唯
一
の
例
外
が
大
相
撲
の
し
こ
名
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　日
本
語
を
大
切
に
す
る
筈
の
、
当
日
の
研
究
会
で
も
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
テ
ー
マ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
パ
ネ
リ
ス
ト

等
の
名
称
を
使
っ
て
い
て
は
、
日
本
語
は
す
た
れ
て
い
く
手
助
け
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
元厚
生
大
臣
の
小
泉
純
一
郎
氏
（
現
総
理
大
臣
）
が
、
役
所
で
使
用
す
る
用
語
に
、
あ
ま
り
に
も
片
仮
名
（
つ
ま
り
外
来
語
）
が
多
す
ぎ

日
本
語
の
危
機



日
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る
の
で
思
い
き
っ
て
整
理
す
る
よ
う
に
事
務
方
に
異
例
の
指
示
を
し
た
こ
と
が
新
聞
紙
上
で
紹
介
さ
れ
た
の
を
思
い
出
し
た
。

　も
っ
と
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
べ
き
だ
。
日
本
語
を
滅
び
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
語
の
一
つ
に
格
下
げ
し
て
は
な
ら
な

い
。
と
い
さ
さ
か
感
情
的
に
、
強
く
訴
え
た
い
。

そ
の
二
　
野
放
し
の
日
本
語

　

『野
放し
の
日
本
語
』
と
い
う
、
座
り
の
悪
い
題
名
を
敢
え
て
付
け
る
こ
と
に
し
た
。
『
言
葉
の
乱
れ
』
の
よ
う
な
題
名
で
は
生
温
い

の

であ
る
。

　日
本
語
は
病
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
は
、
も
う
か
な
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
『
日
本
語
八
つ
当
り
』
（
江
國
滋
著
、
新
潮

社
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は
平
成
二
年
で
、
江
國
氏
は
日
本
語
の
持
つ
盲
点
を
鋭
い
筆
致
で
衝
い
た
。
『
日
本
語
表
と
裏
』
（
森
本
哲
郎
著
、
　
　
　
一

新
潮
文庫
）
で
、
森
本
氏
は
日
本
語
の
持
つ
あ
い
ま
い
さ
を
多
く
の
例
を
あ
げ
て
見
事
に
論
証
し
た
。
『
日
本
語
こ
れ
で
い
い
の
か
』
な
　
　
　
4

ど
の
著
書
が
次
々
と
出
版
さ
れ
、
ご
く
最
近
で
は
『
日
本
語
は
生
き
残
れ
る
か
』
（
井
上
史
雄
著
、
P
H
P
新
書
）
と
い
う
危
機
的
な
書
物
　
　
　
一

ま
で
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
経
済
大国
日
本
と
い
わ
れ
た
の
は
、
す
で
に
過
去
の
こ
と
で
、
日
本
の
実
力
は
か
な
り
低
下
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
先
日
の
新

聞
が
報
じ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
殆
ん
ど
の
先
進
国
に
先
を
越
さ
れ
、
辛
う
じ
て
イ
タ
リ
ヤ
の
一
つ
上
に
位
置
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

云
云と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
皮
肉
に
も
、
こ
の
こ
と
と
呼
応
す
る
か
の
如
く
、
日
本
語
の
地
位
低
下
の
現
状
を
嘆
か
ざ
る
を
え
な
い
。

　
先
に
あ
げ
た
井
上
史
雄
氏
著
の
『
日
本
語
は
生
き
残
れ
る
か
』
に
つ
い
て
、
慶
応
大
学
教
授
の
池
尾
和
人
氏
は
『
国
際
化
で
地
位
低

下
、
肩
身
狭
く
』
の
見
出
し
で
、
日
本
語
を
め
ぐ
る
状
況
が
、
「
こ
と
ば
の
し
く
み
」
と
「
言
語
の
社
会
的
地
位
」
の
二
つ
の
観
点
か

ら
、
ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
に
つ
れ
て
英
語
が
優
位
に
立
ち
、
日
本
語
を
含
む
英
語
以
外
の
言
語
の
地
位
は
低
下
し
て
い
る
。
（
中
略
）

「英
語第
二
公
用
語
論
」
を
採
用
す
れ
ば
、
日
本
語
の
衰
退
を
加
速
す
る
だ
け
に
な
り
か
ね
な
い
云
云
と
言
っ
て
、
日
本
語
の
地
位
低
下



を
嘆
い
て
い
る
。

　
野
放し
に
な
っ
て
い
る
日
本
語
の
例
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
最
近
の
特
徴
的
な
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

「ノ
リ
を
楽
し
む
若
者
の
こ
と
ば
遊
び
・
好
っ
き
ゃ
ね
ん
若
者
語
…
女
子
大
生
の
こ
と
ば
を
中
心
に
一
一
五
〇
語
、
語
源
や
意
味
と
類

義語
・
関
連
語
を
示
し
、
ノ
リ
の
い
い
関
西
弁
の
会
話
例
が
抜
群
に
面
白
い
」
と
い
う
の
は
『
若
者
こ
と
ば
辞
典
』
（
米
川
明
彦
著
・
東
京

堂出
版
）
の
帯
に
示
し
て
あ
る
文
章
で
あ
る
。
著
者
自
身
の
序
文
か
ら
は
若
者
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
警
告
な
り
、
反
省
の
弁
は
見
当
た
ら

な
い
。
終
わ
り
の
「
若
者
こ
と
ば
考
」
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
申
し
訳
程
度
に
、
ほ
ん
の
僅
か
（
数
行
）
批
判
め
い
た
説
明
が
あ
る
に
過
ぎ

な
い
。
こ
の
辞
典
を
批
判
的
に
読
む
人
が
多
い
こ
と
を
祈
り
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　ひ
と
こ
ろ
、
と
い
っ
て
も
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
若
者
（
女
子
が
多
い
）
が
「
…
だ
か
ら
ー
」
「
そ
し
て
ー
」
な
ど
と
変
に
語
を
伸
ば
し
て
話

す
事
例
が
多
く
、
年
輩
者
を
中
心
に
「
今
の
若
い
者
は
変
な
言
い
方
を
す
る
。
聞
き
苦
し
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
た
。
い
つ
の
間
　
　
　
一

に
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
さ
ほ
ど
気
に
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
最
近
ま
た
、
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
っ
て
き
　
　
　
5

た
。
先
ほ
ど
挙
げ
た
二
例
の
ほ
か
に
も
「
ま
た
ー
」
「
で
も
さ
ー
」
「
で
も
よ
ー
」
「
つ
ま
ら
ん
わ
ー
」
な
ど
、
こ
ん
ど
は
女
子
中
学
生
、
　
　
　
一

女

子高
校
生
が
主
役
と
い
っ
た
感
じ
で
以
上
の
よ
う
な
奇
妙
な
言
い
方
（
伸
ば
し
方
）
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
バ
ス
や
電
車
の
中
で
多
く

耳
に
し
、
煩
わ
し
く
な
る
が
、
か
と
い
っ
て
知
ら
な
い
生
徒
に
注
意
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
不
愉
快
な
思
い
を
し
て
い
る
。

　
スポ
ー
ツ
番
組
を
見
て
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
勝
利
チ
ー
ム
の
某
監
督
が
「
勝
利
を
ほ
ぼ
テ
ェ
チ
ュ
ウ
（
手
中
）
に
収
め
て

…
」
と
言
っ
て
い
た
。
「
こ
こ
で
事
実
を
ボ
ウ
ロ
（
暴
露
）
す
る
と
…
」
「
回
答
の
ユ
ウ
ム
（
有
無
）
を
早
く
…
」
「
そ
の
こ
と
を
も
っ
と
ギ

シ
ュ
ク
（
凝
縮
）
し
て
考
え
る
と
…
」
「
ど
ん
な
に
よ
く
考
え
て
も
メ
ン
サ
イ
（
詳
細
）
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
民
放
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
か
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
誤
っ
た
例
で
あ
る
。
政
治
家
の
誤
っ
た
言
い
方
、
誤
読
も
気
に
な
る
。

　
福田
内
閣
官
房
長
官
が
去
る
八
月
十
三
日
に
、
小
泉
総
理
の
靖
国
神
社
参
拝
に
関
す
る
主
旨
説
明
文
を
読
み
上
げ
た
中
に
明
ら
か
な
誤

読箇
所
が
一
箇
所
あ
っ
た
。
N
H
K
で
も
民
放
で
も
数
回
同
じ
録
画
部
分
を
放
映
し
て
い
た
が
、
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
メ
モ

日
本
語
の
危
機



日
本
語
の
危
機

す
る
の
を
忘
れ
た
の
で
肝
心
の
そ
の
箇
所
を
思
い
出
せ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　も
う
一
年
ほ
ど
前
（
実
際
は
も
っ
と
前
？
）
に
な
る
が
、
店
で
買
い
物
を
し
て
、
レ
ジ
で
＝
万
円
か
ら
お
預
か
り
し
ま
す
」
と
言
わ

れ
て
、
お
や
と
驚
い
た
。
そ
の
後
度
重
な
り
、
変
な
言
い
方
が
は
や
っ
た
も
の
だ
と
思
い
つ
つ
も
、
最
近
で
は
驚
か
な
く
な
っ
た
。
慣
れ

る
と
い
う
こ
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
実
感
し
て
い
た
矢
先
、
書
店
で
一
冊
の
書
物
代
七
九
八
円
を
請
求
さ
れ
、
き
っ
ち
り
そ
の
額
を
渡

し
た
と
こ
ろ
「
丁
度
か
ら
お
預
か
り
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
に
は
び
っ
く
り
し
て
そ
の
店
員
の
顔
を
よ
く
見
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
ま

で来
た
か
の
思
い
で
あ
る
。

　も
う
一
つ
、
気
に
な
る
の
は
「
的
」
と
い
う
語
の
乱
発
で
あ
る
。
「
常
識
的
に
判
断
す
る
と
」
「
科
学
的
に
考
え
た
場
合
」
な
ど
と
言
う

の

が普
通
だ
が
、
最
近
で
は
「
私
的
に
は
…
」
「
君
的
に
は
…
」
な
ど
極
端
例
と
し
て
「
先
生
的
に
は
ど
う
考
え
ま
す
か
」
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
の
「
：
・
的
」
と
い
う
言
い
方
を
変
な
表
現
法
（
表
現
法
と
い
え
る
か
甚
だ
疑
問
だ
が
）
も
あ
る
も
の
だ
と
気
づ
い
て
メ
モ
し
　
　
　
一

て
お
い
た
の
が
、
次
の
一
文
で
あ
る
。
平
成
十
三
年
二
月
十
四
日
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
一
部
で
サ
ッ
カ
ー
で
名
を
馳
せ
た
三
浦
選
手
が
　
　
　
6

「私
的
に
は
、
大
体
か
ら
だ
の
つ
く
り
は
出
来
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
…
」
最
後
に
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
実
を
一
つ
。
　
　
　
　
　
　
一

　
親し
く
し
て
い
る
某
短
期
大
学
（
女
子
学
生
の
み
）
の
助
教
授
か
ら
直
接
聞
い
た
話
。

　

「う
ち
の
学
生
の
中
に
片
仮
名
も
満
足
に
書
け
な
い
者
が
何
人
か
い
る
ん
で
す
よ
。
小
学
生
な
み
で
困
り
果
て
て
い
る
。
…
」
た
だ
た

だ
、
唖
然
と
す
る
ば
か
り
で
、
「
本
当
？
」
と
聞
き
返
し
て
し
ま
っ
た
。


